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③

者
自
著
が
算
定
要
件
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
（
歯
管
・
Ｓ

の
作
成
、
そ
の
他
医
院
管
理

上
の
行
政
要
求
が
増
加
し
て

の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
67

・
８
％
が
「
反
対
」、「
賛
成
」

は
５
・
２
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
た
だ「
わ
か
ら
な
い
」と

の
回
答
が
25
・
３
％
と
一
定

数
あ
っ
た
（
図
２
）。
レ
セ

　

会
員
意
見
調
査
の
三
つ
目

の
特
徴
は
、
文
書
及
び
、
電

子
レ
セ
プ
ト
請
求
と
そ
れ
に

付
随
す
る
明
細
書
発
行
の
義

務
化
に
対
す
る
反
対
の
大
き

さ
だ
。

Ｐ
Ｔ
）」尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
廃

止
す
べ
き
」
が
84
・
１
％
、

「
残
す
べ
き
」は
わ
ず
か
２
・

４
％
だ
っ
た
（
図
１
）。

　

文
書
作
成
に
つ
い
て
は
、

「
年
々
カ
ル
テ
記
載
や
書
類

く
る
。
そ
れ
に
応
じ
る
が
た

め
の
診
療
以
外
の
雑
務
に
追

わ
れ
る
日
々
と
な
っ
て
き
て

い
る
」（
60
代
）
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求

プ
ト
電
子
請
求
義
務
化
の
反

対
の
選
択
理
由
は
、「
社
会

保
障
カ
ー
ド
と
リ
ン
ク
さ

れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

が
起
こ
る
か
ら
」（
51
・
５

％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
指
導
・
監
査
に
利
用
で
き

る
か
ら
」（
49
・
５
％
）、「
生

命
保
険
会
社
へ
の
情
報
提
供

な
ど
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
が

目
的
外
利
用
さ
れ
る
か
ら
」

（
49
・
０
％
）
が
い
ず
れ
も

半
数
近
く
に
上
る
。「
国
会

審
議
も
経
ず
厚
労
省
令
だ
け

で
決
め
て
い
る
か
ら
」も
42

・
３
％
あ
っ
た
。

　

「
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
の

義
務
化
に
伴
う
明
細
書
発
行

の
義
務
付
け
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
」
の
問
い
で
は
、

「
反
対
」
が
73
・
７
％
、「
賛

成
」
が
４
・
８
％
、「
わ
か
ら

な
い
」が
20
・
４
％
だ
っ
た
。

　

明
細
書
に
つ
い
て
は
、

「
マ
ル
障
加
算
な
ど
、
ど
う

配
慮
す
れ
ば
よ
い
の
か
」

「
診
療
実
態
と
か
け
は
な
れ

た
点
数
設
定
か
つ
、
多
く
の

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が

崩
れ
る
」「
保
険
診
療
の
シ

ス
テ
ム
や
用
語
は
患
者
さ
ん

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
な
い
。
ト
ラ
ブ
ル
の
元

だ
」「
事
務
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。 
（
つ
づ
く
）

廃止すべき
84.1%
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1.4%

反対
67.8%
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25.3%
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0.3% 賛成

5.2%

会
員
が
い

た
。

　

日
本
か
ら

キ
ュ
ー
バ
へ

の
接
近
方
法

は
、
唯
一
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ

ン
ト
か
ら
の

航
空
便
し
か

な
い
。
よ
ほ

ど
の
理
由
が

主
催
の
キ
ュ

ー
バ
医
療
視

察
旅
行
に
同

行
し
た
。
キ

ュ
ー
バ
視
察

で
得
た
知
見

や
印
象
・
感

的
に
稼
働
し

て
い
る
。

　

米
国
が
一

度
も
キ
ュ
ー

バ
を
侵
略
で

き
な
か
っ
た

の
は
、
全
地

　

４
月
27
日
か
ら
５
月
７
日

ま
で
、
大
阪
府
保
険
医
協
会

想
を
数
回
に
分
け
て
報
告
す

る
。

　

参
加
者
は
東
北
を
除
く
全

国
各
地
の
協
会
・
医
会
の
会

員
と
家
族
、
事
務
局
員
と
そ

の
家
族
の
計
25
人
。
当
初
の

予
定
で
は
30
人
を
上
回
っ
て

い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の

医
療
救
済
支
援
の
使
命
感
か

ら
、
こ
の
旅
行
を
断
念
し
た

あ
っ
て
米
国
政
府
が
許
可
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
米
国

内
か
ら
キ
ュ
ー
バ
に
は
行
け

な
い
。
そ
れ
は
米
国
の
キ
ュ

ー
バ
へ
の
経
済
制
裁
と
同
様

に
料
簡
の
狭
い
嫌
が
ら
せ
に

よ
る
も
の
だ
。

　

か
つ
て
米
ソ
冷
戦
時
代

に
、
日
本
か
ら
旧
ソ
連
・
東

欧
な
ど
の
社
会
主
義
国
へ
渡

り
、
国
家
的
防
災
シ
ス
テ
ム

が
確
立
し
て
い
る
。
侵
略
、

地
震
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
火
事

や
事
故
の
災
害
に
対
し
て
、

人
命
を
守
り
、
被
災
後
の
経

済
的
復
興
を
図
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
国
、
学
園
、
企
業
、
地

域
、
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ
で
防

災
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
日
常

　

三
島
地
区
は
７
月
16
日
、

大
阪
医
科
大
学
口
腔
外
科
の

寺
井
陽
彦
先
生
を
講
師
に
招

き
、
講
習
会
「
歯
科
に
お
け

る
赤
い
口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症
」

を
開
い
た
。
会
員
ら
22
人
が

参
加
し
た
。

　

歯
科
医
は
カ
ン
ジ
ダ
と
聞

く
と
白
色
病
変
を
イ
メ
ー
ジ

し
が
ち
だ
が
、
実
際
臨
床
で

は
赤
色
病
変
と
し
て
診
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

　

３
カ
月
も
治
癒
し
な
い
舌

潰
瘍
に
対
し
て
細
胞
診
迅
速

染
色
液
を
用
い
て
カ
ン
ジ
ダ

の
診
断
を
し
た
症
例
や
、
義

歯
の
咬
合
挙
上
と
抗
真
菌
薬

に
よ
り
改
善
し
た
口
角
炎
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
患
者
で
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
投
与
中
に
で
き
た
口
唇

炎
、
口
唇
糜
爛
、
義
歯
の
調

整
で
は
治
癒
し
な
い
口
蓋
潰

瘍
、
床
下
粘
膜
の
赤
色
糜
爛

な
ど
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明

し
た
。
症
状
が
２
〜
３
週
続

き
繰
り
返
し
発
症
し
た
り
、

慢
性
化
す
る
も
の
は
カ
ン
ジ

ダ
が
疑
わ
れ
る
と
し
た
。

　

萎
縮
性
カ
ン
ジ
ダ
舌
炎
、

正
中
菱
形
舌
炎
、
地
図
状
舌

な
ど
に
も
触
れ
、
腺
癌
や
扁

平
苔
癬
と
２
次
性
カ
ン
ジ
ダ

症
、
薬
剤
性
潰
瘍
（
冠
血
管

拡
張
薬
、Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
、抗

て
ん
か
ん
薬
）
と
２
次
性
カ

ン
ジ
ダ
症
に
つ
い
て
も
実
例

を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
た
。

　

ま
た
、カ
ン
ジ
ダ
に
よ
る
舌

痛
は
安
静
時
よ
り
機
能
時
が

多
く
、
口
腔
心
身
症
と
し
て

の
舌
痛
症
は
そ
の
逆
で
あ
る

事
に
よ
り
、
あ
る
程
度
鑑
別

が
出
来
る
事
を
解
説
し
た
。

　

抗
真
菌
薬
（
フ
ロ
リ
ー
ド

ゲ
ル
）
の
使
用
法
に
つ
い

て
、
口
腔
内
だ
け
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
る
た
め
通
常

の
用
量
よ
り
少
な
い
量
を
10

分
口
腔
内
に
含
み
吐
き
出
す

だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
と
述

べ
た
。（
茨
木
市
・
永
田
篤
）

航
し
た
者
は
、
以
後
米
国
入

国
禁
止
だ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
錯
誤

の
規
制
が
い
ま
も
通
用
し
て

い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
医
療

支
援
に
参
加
し
、
急
性
ス
ト

レ
ス
障
害
に
悩
ん
だ
小
生
は

特
に
キ
ュ
ー
バ
の
防
災
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
。
同
国
の

憲
法
に
は
防
災
の
条
項
が
あ

域
の
「
革
命
防
衛
委
員
会
」

の
果
た
す
役
割
の
た
め
で
あ

る
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
発
生
の
多

い
カ
リ
ブ
海
諸
島
の
な
か

で
、
キ
ュ
ー
バ
で
の
死
者
が

極
め
て
少
な
い
の
も
「
市
民

防
災
委
員
会
」
の
貢
献
に
よ

る
。
防
災
に
つ
い
て
、
日
本

は
キ
ュ
ー
バ
に
学
ぶ
こ
と
が

多
い
と
痛
感
し
た
。

 

（
つ
づ
く
）

学
ぶ
こ
と
多
い
防
災
政
策

人
命
守
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立

三島地区

赤
い
カ
ン
ジ
ダ
症
で
講
習
会

症
例
示
し
治
療
法
を
解
説

カンジダ症は赤色病変として現
れるケースが多いと語る寺井陽
彦氏＝７月16日、茨木市内　　

メーデーに参加する中高生。
彼女らも防災に貢献している

文
書
提
供「
廃
止
」８
割
超

レ
セ
電
・
明
細
書
も
反
対
多
数

　

患
者
の
自

著
に
よ
る
文

書
提
供
に
つ

い
て
、「
算
定

要
件
で
文
書

提
供
及
び
患

革命50年の足跡①革命50年の足跡①

山上紘志（堺市）

（図１）
算定要件で文書提供及び患者自著が算定
要件であることについて（歯管・ＳＰＴ）

（図２）
レセプト電子請求の義務化に　
ついてどのようにお考えですか


